
 

三
月
、
谷
口
雄
太
氏
篇
『
足
利
御
三
家
』

が
戎
光
祥
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た(

以
下
「
谷
口

編
著
」
＋
掲
出
頁
で
表
記
す
る
）
。
当
書
は
こ

れ
ま
で
入
手
し
に
く
か
っ
た
吉
良
・
石
橋
・
渋

川
氏
の
「
三
家
」
に
係
る
論
文
を
ま
と
め
て
収

録
し
た
こ
と
で
、
後
進
の
研
究
に
資
す
る
充
実

し
た
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
谷
口
編
著
一
八
頁
以
下
「
小
林

輝
久
彦
の
近
業
に
接
し
て
」
に
お
い
て
、
谷
口

氏
は
拙
著
『
中
世
後
期
三
河
吉
良
氏
の
研
究
』

（
岩
田
書
院
、
二
〇
二
五
年
）
で
の
筆
者
の
回

答
に
つ
き
再
批
判
す
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
以

下
三
項
に
分
け
て
必
要
な
範
囲
で
反
論
し
て
お

く
（
以
下
『
中
世
後
期
三
河
吉
良
氏
の
研
究
』

を
単
著
＋
掲
出
頁
、
共
著
『
戦
国
争
乱
と
東
海

の
大
名
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
を
共
著

＋
掲
出
頁
、
各
自
治
体
史
資
料
集
は
例
え
ば

『
愛
知
県
史
資
料
編
10
中
世
三
』
掲
出
史
料

を
「
愛
一
〇
―
史
料
番
号
」
、
『
新
編
西
尾
市

史
資
料
編
２
』
を
「
西
二
―
史
料
番
号
」
と
い

う
よ
う
に
表
記
す
る
。
）
。 

一 

い
わ
ゆ
る
『
東
西
吉
良
対
立
史
観
』 

に
つ
い
て 

谷
口
氏
は
、
各
史
料
に
表
出
す
る
、
吉
良
西

条
氏
の
敵
対
勢
力
を
吉
良
東
条
氏
に
比
定
す
る

説
は
、
後
世
の
史
料
で
あ
る
「
今
川
記
」
を
演

繹
的
・
恣
意
的
に
解
釈
し
た
「
東
西
吉
良
対
立

史
観
」
で
あ
る
と
論
難
し
、
こ
れ
ま
で
「
実
証

的
に
は
東
西
吉
良
氏
が
対
立
し
て
い
た
根
拠
が

現
状
全
く
見
出
せ
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
い

た
（
『
西
尾
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
戦
国
時
代
の

西
尾
城
』
西
尾
市
、
二
〇
一
六
年
、
四
一

頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
単
著
一
〇
五

頁
以
下
に
お
い
て
「
西
二
―
五
二
二
」
「
西
二

―
五
三
四
」
の
史
料
の
見
直
し
を
行
い
、
応
仁

・
文
明
の
乱
時
に
お
い
て
、
吉
良
東
西
両
氏
が

実
際
に
抗
争
し
て
い
た
事
実
を
改
め
て
論
証
し

た
。
と
こ
ろ
が
谷
口
氏
は
、
筆
者
の
文
理
解
釈

に
基
づ
く
当
該
史
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
何
ら

批
判
す
る
こ
と
な
く
「
そ
も
そ
も
筆
者
は
東
西

対
立
の
事
実
一
点
な
ど
一
切
問
題
と
し
て
い
な

い
し
、
あ
っ
て
も
ま
っ
た
く
構
わ
な
い
。
普
通

に
考
え
て
あ
っ
て
も
当
然
だ
ろ
う
と
し
か
い
え

な
い
。
」
と
し
、
「
小
林
は
膨
大
な
史
料
を
無

視
・
軽
視
し
て
対
立
の
事
実
一
点
を
強
調
す

る
。
」
と
論
点
を
ず
ら
し
て
し
ま
う
。
「
普
通

に
考
え
て
当
然
で
あ
る
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、

初
め
か
ら
「
対
立
し
て
い
た
根
拠
が
現
状
全
く

見
出
せ
て
い
な
い
」
な
ど
と
主
張
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
。 

 

吉
良
西
条
氏
が
八
幡
山
（
西
尾
市
吉
良
町
岡

山
）
で
戦
闘
し
た
相
手
（
西
二
―
四
一
四
）
、

「
敵
払
」
を
祈
願
し
た
勢
力
（
西
二
―
四
四

三
）
を
吉
良
東
条
氏
に
比
定
す
る
の
は
、
人
類

の
戦
争
が
そ
の
草
創
期
か
ら
、
隣
接
す
る
部
族

と
の
土
地
を
め
ぐ
る
争
い
を
端
緒
と
す
る
と
い

う
普
遍
的
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
何
ら
不
合
理

な
推
定
と
は
い
え
な
い
。 

そ
も
そ
も
、
「
東
西
対
立
史
観
」
と
は
、
一
九

七
〇
年
代
以
降
、
酒
井
辰
夫
氏
（
『
西
尾
市
史

二
』
）
、
新
行
紀
一
氏
『
新
編
岡
崎
市
史

２
』
）
、
鈴
木
悦
道
氏
（
『
吉
良
町
史
中
世
後

期
・
近
世
』
）
以
来
、
各
自
治
体
史
で
長
年
継

承
さ
れ
て
き
た
通
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

谷
口
氏
は
、
東
西
吉
良
氏
が
抗
争
状
態
に
は
な

く
て
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
新
説
を
提
唱

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
が
求

め
ら
れ
る
。
谷
口
氏
の
い
う
東
西
吉
良
氏
の
協

調
を
示
す
「
膨
大
な
史
料
」
が
何
を
指
す
の
か

筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
逐
次
該
当
史
料
を

掲
出
し
て
、
東
西
吉
良
氏
が
協
調
関
係
に
あ
っ
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谷
口
雄
太
氏
か
ら
の
再
批
判
に
答
え
る

（
一
） 

 
 
 
 
 
 
 

小
林
輝
久
彦 



た
こ
と
を
論
証
す
べ
き
こ
と
が
、
谷
口
氏
に
は

求
め
ら
れ
て
い
る
。
谷
口
氏
の
論
証
を
待
ち
た

い
（
た
だ
「
協
調
と
対
立
は
二
者
択
一
で
は
な

い
」
と
い
う
谷
口
氏
の
考
え
に
は
筆
者
も
賛
意

を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
谷

口
氏
と
筆
者
に
争
点
は
な
く
、
あ
ま
り
実
り
の

あ
る
議
論
と
は
い
え
な
い
。
）
。
【
以
下

（
二
）
に
続
く
】 

 

例
会
告
要
旨 

二
月
例
会 

楽
寿
園
内
三
島
市
郷
土
資
料
館
視
聴
覚
室 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
（
八
名
参
加
） 

甲
駿
通
路
の
警
固 

―
観
応
の
擾
乱
と
中
道
往

還
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
藤 

和
久 

室
町
幕
府
内
の
対
立
に
端
を
発
し
た
観
応
の

擾
乱
は
、
両
朝
対
立
や
守
護
以
下
武
士
た
ち
の

争
い
を
巻
き
込
ん
で
列
島
内
は
混
沌
と
し
た
内

乱
状
態
と
な
る
。 

 

観
応
二
年
正
月
十
七
日
に
甲
斐
の
須
沢
城
が

落
ち
て
甲
信
方
面
は
直
義
方
が
有
利
と
な
っ
た

十
八
日
、
直
義
方
は
富
士
大
宮
司
に
庶
子
等
を

動
員
し
て
、
駿
河
国
か
ら
甲
斐
国
へ
の
通
路
の

警
固
を
命
令
す
る
〔
「
上
杉
憲
将
奉
書
」
（
大

宮
司
富
士
家
文
書
）
〕
。 

神
職
で
あ
る
大
宮
司
富
士
氏
は
通
路
警
固
を

担
う
こ
と
の
で
き
る
武
力
集
団
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
「
通
路
の
警
固
」
は
立
地
か
ら
中
道
往
還

と
み
ら
れ
、
適
当
な
関
を
遮
断
し
尊
氏
方
の
移

動
を
阻
止
す
る
こ
と
と
、
味
方
の
物
資
輸
送
の

確
保
で
あ
る
。
直
義
方
が
甲
信
方
面
を
抑
え
た

翌
日
の
命
令
で
あ
り
、
甲
信
方
面
か
ら
駿
河
を

経
て
東
海
道
諸
国
へ
の
通
路
の
確
保
は
重
要
事

項
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
通
路
の
警
固
に
か

か
わ
る
者
の
神
仏
と
の
つ
な
が
り
と
流
通
へ
の

関
与
で
あ
る
。
富
士
の
広
大
な
裾
野
の
原
生
林

は
本
来
浅
間
の
神
域
で
あ
り
、
中
道
往
還
は
そ

の
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
な
け
れ
ば
抜
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
富
士
大
宮
司
は
そ
の
神
域
に

大
き
く
か
か
わ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
網
野
善
彦

は
山
の
民
や
海
の
民
が
神
に
な
り
代
わ
っ
て
、

通
行
す
る
も
の
か
ら
手
向
け
、
報
賽
を
要
求
し

た
と
す
る
。
富
士
氏
に
は
そ
の
後
「
駿
河
国
富

士
浅
間
宮
神
領
内
禰
原
関
所
」
の
管
掌
権
が
与

え
ら
れ
（
応
永
十
六
年
）
、
ま
た
神
田
橋
関
や

「
富
士
大
宮
楽
市
令
」
（
永
禄
九
年
）
に
か
か

わ
る
な
ど
流
通
へ
の
強
い
関
係
性
あ
る
い
は
一

体
性
が
み
ら
れ
る
。 

尊
氏
方
に
よ
っ
て
も
甲
駿
通
路
上
の
関
所
警

固
が
行
わ
れ
て
い
る
。
波
多
野
清
秀
の
軍
忠
状

に
よ
る
と
、
直
義
方
が
甲
州
に
打
越
す
に
ち
が

い
な
い
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
の
で
九
月
二
十

七
日
よ
り
橋
田
山
関
所
警
固
を
し
た
と
あ
る
〔

「
波
多
野
清
秀
軍
忠
状
写
」
（
黄
薇
古
簡
集
）

〕
。
ま
た
別
の
申
状
に
は
、
三
年
三
月
に
再
び

武
田
信
成
（
甲
斐
国
守
護
代
）
に
橋
田
山
の
警

固
を
言
い
つ
か
っ
た
と
あ
る
〔
「
波
多
野
清
秀

申
状
写
」(

同)

〕
。 

伊
勢
に
所
領
を
も
つ
波
多
野
氏
は
蔵
人
所
衆

と
し
て
斎
宮
行
事
に
供
奉
す
る
と
と
も
に
内
宮

神
人
荒
木
田
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
な
ど
、
伊

勢
斎
宮
並
び
に
内
宮
に
か
か
わ
る
武
力
集
団
で

も
あ
り
、
こ
の
点
で
は
同
じ
く
甲
駿
通
路
の
警

固
に
付
い
た
富
士
大
宮
司
と
通
ず
る
も
の
が
あ

る
。 尊

氏
本
隊
は
薩
埵
山
の
桜
野
に
十
二
月
十
三

日
に
着
陣
し
本
陣
と
す
る
。
薩
埵
山
合
戦
は
一

カ
月
以
上
続
く
が
、
こ
れ
を
記
す
い
く
つ
か
の

史
料
に
甲
駿
国
境
に
あ
る
内
房
（
富
士
宮
市
）

が
度
々
登
場
す
る
。
桜
野
か
ら
の
谷
の
出
口
の

内
房
は
甲
斐
国
境
の
防
衛
線
で
あ
る
。
富
士
川

谷
の
河
内
路
を
遡
れ
ば
身
延
で
あ
り
、
富
士
川

を
渡
れ
ば
中
道
往
還
起
点
の
富
士
宮
で
あ
る
。

中
道
往
還
方
面
と
河
内
路
に
分
岐
す
る
内
房
を

ど
ち
ら
が
抑
え
る
の
か
は
、
こ
の
合
戦
の
一
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。 

 

薩
埵
山
塊
の
戦
い
は
最
終
的
に
十
二
月
二
十

七
日
に
尊
氏
方
の
勝
利
と
し
て
決
着
し
そ
の
翌

日
に
甲
斐
の
七
覚
寺
の
戦
い
と
な
る
。
「
武
田

乗
信
軍
忠
状
」
と
「
佐
藤
元
清
軍
忠
状
写
」
に

よ
る
と
二
十
九
日
に
甲
州
凶
徒
の
武
田
上
野
介

（
石
和
流
武
田
氏
の
当
主
だ
っ
た
政
義
の
弟
貞

政
）
以
下
輩
を
七
覚
寺
に
お
い
て
退
治
し
た
と

あ
る
。
こ
の
七
覚
寺
は
現
寺
院
周
辺
の
低
地
だ

け
で
は
な
く
、
坊
院
跡
と
さ
れ
る
山
上
の
施
設

も
含
め
た
範
囲
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た

当
時
の
駿
河
へ
の
ル
ー
ト
は
洞
山
を
経
る
道
で

洞
山
に
は
関
所
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
の
遺
構
は
遮
断
施
設
か
宗
教
施
設
と

み
ら
れ
て
い
る
。 

七
覚
寺
の
戦
い
は
、
単
な
る
局
地
戦
で
は
な

く
薩
埵
山
合
戦
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
通
路
や
関
の
警
固
の
戦
略
的
な
意
味
は
中
道

往
還
の
遮
断
で
あ
り
ま
た
流
通
の
確
保
で
も
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
中
道
往
還
の
警
固

に
携
わ
っ
た
直
義
方
は
、
富
士
大
宮
の
社
人
を

統
括
す
る
富
士
氏
で
あ
り
流
通
に
も
関
係
す
る

武
力
集
団
で
も
あ
る
。
尊
氏
方
の
波
多
野
氏
も

伊
勢
内
宮
や
斎
宮
に
関
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
通

路
警
固
を
担
う
彼
ら
の
聖
的
・
流
通
的
な
属
性

は
、
決
し
て
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
。 

 三
月
例
会 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
D
会
議
室 

三
月
七
日(

土)

（
卒
業
論
文
発
表
会
） 

近
世
由
比
宿
の
困
窮
に
み
る
加
宿
の
性
格 

―

小
池
家
文
書
の
分
析
か
ら
― 

小
川
歩
実
（
静
岡
大
学
） 

は
じ
め
に 



 
近
世
に
お
い
て
江
戸
幕
府
に
よ
り
宿
駅
制
度

が
整
備
さ
れ
、
各
宿
駅
に
人
馬
継
立
を
行
う
伝

馬
役
が
課
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
通
量
の
増
大

等
を
理
由
に
各
宿
場
は
伝
馬
役
の
負
担
過
重
な

ど
で
疲
弊
し
て
い
っ
た
こ
と
が
研
究
者
た
ち
に

よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
由
比
宿

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
小
池
家
文
書
の
分
析
に

よ
る
近
世
由
比
宿
に
お
け
る
加
宿
の
性
格
を
検

討
し
た
。
由
比
宿
の
加
宿
の
伝
馬
役
負
担
と
困

窮
と
い
う
観
点
に
着
目
し
つ
つ
、
伝
馬
役
負
担

の
た
め
に
加
え
ら
れ
た
加
宿
の
村
の
性
格
を
見

出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
一
章 

宿
経
営
と
由
比
宿
概
要 

 

宿
駅
制
度
に
お
い
て
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇

一
）
に
東
海
道
の
宿
場
に
伝
馬
役
が
課
さ
れ
た

以
降
か
ら
交
通
量
増
大
等
の
影
響
に
よ
り
伝
馬

拡
充
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
に
人
馬
不
足
の

改
善
策
と
し
て
周
辺
の
村
を
巻
き
込
ん
だ
助
郷

制
や
加
宿
の
導
入
が
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
一

つ
の
宿
駅
の
困
窮
が
近
隣
の
村
の
困
窮
を
招
く

ほ
ど
伝
馬
役
負
担
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
こ
と

を
先
行
研
究
で
確
認
し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
着

目
し
た
静
岡
県
内
で
も
小
規
模
な
由
比
宿
が
、

加
宿
や
隣
宿
の
力
を
借
り
な
が
ら
伝
馬
役
に
勤

め
て
い
た
こ
と
を
先
行
研
究
に
お
い
て
助
郷
制

度
と
加
宿
の
変
遷
か
ら
確
認
し
た
。 

第
二
章 

由
比
宿
の
伝
馬
役
負
担
と
困
窮
の
記

述 

 

小
池
家
文
書
の
う
ち
元
禄
年
間
・
正
徳
年
間

・
天
明
年
間
に
書
か
れ
た
三
つ
の
史
料
を
分
析

し
、
由
比
宿
に
お
け
る
伝
馬
役
と
困
窮
の
実
情

を
分
析
し
た
。
加
宿
村
か
ら
宛
て
ら
れ
た
も
の

に
関
し
て
は
、
加
宿
追
加
に
際
し
て
抵
抗
を
示

し
、
伝
馬
整
備
の
た
め
に
拝
借
金
を
求
め
る
内

容
や
、
伝
馬
役
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
理
由
に

年
貢
減
免
等
を
嘆
願
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
由
比
宿
の
問
屋
・
年
寄
か
ら
尾
張

藩
に
宛
て
ら
れ
た
尾
張
藩
の
私
用
の
継
立
に
関

す
る
文
書
に
は
、
公
用
の
伝
馬
役
を
勤
め
て
い

て
そ
れ
に
差
支
え
が
生
じ
る
こ
と
を
理
由
に
、

私
用
の
荷
物
の
減
免
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
由
比
宿

の
本
宿
及
び
加
宿
と
も
に
伝
馬
役
勤
め
へ
の
自

負
を
持
ち
、
公
用
で
あ
る
伝
馬
役
を
勤
め
て
い

る
と
い
う
論
理
を
手
に
入
れ
、
負
担
を
軽
減
さ

せ
た
い
と
き
な
ど
に
こ
れ
を
主
張
し
て
い
た
と

考
察
し
た
。 

第
三
章 

由
比
宿
本
宿
の
関
係
性
と
加
宿
の
性

格 

 

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
問
屋
場
一
件
と

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
本
宿
と
加
宿
の
歩

行
役
に
関
す
る
争
論
の
内
容
を
主
に
扱
い
な
が

ら
、
加
宿
の
性
格
を
検
討
し
た
。
問
屋
場
一
件

で
は
本
宿
が
威
光
が
潰
れ
る
こ
と
を
理
由
に
加

宿
か
ら
問
屋
場
を
設
け
る
こ
と
に
難
色
を
示
し

た
も
の
の
、
結
果
と
し
て
加
宿
か
ら
も
問
屋
場

が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
歩
行
役
の
争
論
で
は
加

宿
側
が
本
宿
の
不
正
を
指
摘
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
決
め
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
元
禄
七
年
に
加
宿
が
追
加
さ
れ
て
以
降
、

加
宿
が
問
屋
場
設
置
等
の
宿
駅
機
能
へ
の
介
入

を
試
み
、
本
宿
に
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
察
し
た
。 

お
わ
り
に 

 

以
上
の
分
析
か
ら
、
近
世
由
比
宿
に
お
い
て

加
宿
は
幕
府
が
定
め
た
御
用
で
あ
る
伝
馬
役
を

後
ろ
盾
に
本
宿
に
台
頭
し
て
存
在
感
を
持
つ
性

格
が
あ
り
、
単
に
由
比
宿
を
補
完
す
る
加
宿
で

は
な
く
、
宿
駅
の
機
能
に
対
し
て
も
介
入
を
試

み
て
地
位
向
上
を
狙
っ
て
い
た
と
結
論
付
け

た
。 

明
治
維
新
期
の
静
岡
商
法
会
所
・
常
平
倉
の
実

態 

渡
邉
夏
香
（
静
岡
大
学
） 

は
じ
め
に 

 

駿
河
府
中
藩(

改
称
後
静
岡
藩
、
以
下
静
岡

藩)

の
政
策
の
一
つ
で
あ
る
商
法
会
所
・
常
平

倉
は
藩
士
と
地
域
の
有
力
商
人
ら
の
共
同
運
営

組
織
で
あ
っ
た
が
、
従
来
の
研
究
で
は
会
所
頭

取
で
あ
る
渋
沢
栄
一
の
功
績
に
注
目
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
地
域
史
料

を
活
用
し
な
が
ら
共
同
運
営
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
旧
幕
臣
ら
と
静
岡
の
地
の

結
び
つ
き
や
当
時
の
藩
の
状
況
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

第
一
章 

静
岡
藩
、
商
法
会
所
の
設
立
概
要 

 

は
じ
め
に
静
岡
藩
は
設
立
早
々
大
量
の
無
禄

移
住
者
へ
の
対
応
と
財
政
面
に
お
い
て
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
国
産
品
を
取

り
扱
う
会
所
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
建
議
書
と
他
の
会
所
事
例
の
比

較
か
ら
、
商
法
会
所
の
特
徴
と
し
て
会
所
の
利

益
よ
り
も
経
済
活
性
化
に
よ
る
藩
内
全
体
の
利

益
を
重
視
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。 

第
二
章 

商
法
会
所
の
実
態 

 

本
稿
で
は
事
業
の
う
ち
当
時
の
主
要
国
産
品

で
あ
る
茶
の
生
産
村
に
対
す
る
貸
付
事
業
を
取

り
上
げ
た
。 

 

運
営
に
参
加
し
た
商
人
の
一
人
で
あ
る
萩
原

四
郎
兵
衛
の
記
録
に
よ
る
と
、
商
法
会
所
が
取

引
を
行
っ
た
村
は
駿
河
国(

特
に
安
倍
郡)

内
に

集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
近
世
ま
で

の
茶
の
生
産
者
へ
の
貸
付
取
引
の
性
質
と
萩
原

が
駿
府
周
辺
の
茶
の
流
通
を
取
り
纏
め
て
い
た

商
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
商
法
会
所
は

藩
の
組
織
な
が
ら
領
内
の
産
業
に
独
占
的
に
介

入
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
運
営
に
参
加
し
た

商
人
ら
の
持
つ
従
来
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

基
本
と
し
て
事
業
を
行
い
、
新
た
に
商
人
を
取

り
込
む
こ
と
で
段
階
的
に
事
業
を
拡
大
し
て
い

た
と
考
察
し
た
。 

 

し
か
し
商
人
の
参
加
が
商
法
会
所
に
利
益
を

も
た
ら
す
一
方
で
、
積
極
的
に
事
業
を
行
う
商



人
と
損
失
を
危
惧
し
消
極
的
な
藩
士
の
間
に
は

確
執
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
原
因
に
は
藩
士

と
商
人
ら
の
信
頼
関
係
や
事
業
へ
の
理
解
度
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
新
設
さ
れ
た
藩
と
地

域
の
未
熟
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

第
三
章 

常
平
倉
の
実
態
と
静
岡
藩
に
お
け
る

会
所
の
存
在 

 

版
籍
奉
還
を
機
に
商
法
会
所
は
常
平
倉
へ
と

改
組
さ
れ
、
そ
の
実
態
は
基
本
的
に
は
商
法
会

所
時
代
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
商
人
の

裁
量
権
の
大
き
い
事
業
を
縮
小
し
、
米
穀
不
足

へ
の
対
策
に
重
点
を
置
い
た
領
内
全
体
の
恒
久

的
な
安
定
を
追
求
す
る
組
織
へ
と
役
割
を
変
化

さ
せ
て
い
た
。 

 

商
法
会
所
設
立
か
ら
常
平
倉
解
体
ま
で
の
期

間
は
わ
ず
か
三
年
半
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
そ

の
運
営
実
績
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
石
高
拝
借
金

の
返
済
や
凶
作
に
よ
る
米
穀
不
足
に
対
し
て
十

分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
藩
に
大
き
な
利
益

を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
静
岡
の

地
や
人
々
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な

点
が
多
く
、
地
域
史
料
の
分
析
が
急
が
れ
る
。 

  [

例
会
案
内] 

☆
五
月
例
会 
 

一
、
日 

時 

五
月
二
十
三
日
（
土
） 

午
後
三
時
～ 

二
、
会 

場 

静
岡
市
歴
史
博
物
館
講
座

室 三
、
報
告
名
及
び
報
告
者
名 

「
没
後
五
〇
〇
年 

戦
国
大
名
今
川
氏

親
」
の
展
示
解
説
鈴
木
将
典
氏
（
当
館

学
芸
員
） 

四
、
注
意
事
項 

 

展
示
解
説
を
聞
く
た
め
に
は
、
当
館

の
企
画
展
示
券
四
〇
〇
円
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
講
座
室
で
展
示
解
説
を
聞
い

た
後
、
各
自
で
観
覧
し
て
い
た
だ
き
、

質
問
等
が
あ
る
方
は
、
再
度
講
座
室
で

鈴
木
氏
に
質
疑
応
答
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

企
画
展
示
券
の
購
入
に
つ
い
て
は
、 

担
当
の
鈴
木
氏
に
ま
と
め
て
購
入
し
て

い
た
だ
く
の
で
、
事
前
に
企
画
展
示
券

を
買
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
参
加
者
が
二
〇
人
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
割
引
で
三
二
〇
円
に
な
り
ま

す
。 

五
、
そ
の
他 

な
お
、
企
画
展
示
に
伴
う
図
録
も
一

部
一
三
〇
〇
円
で
売
店
で
販
売
し
て
い

ま
す
。 

☆
六
月
例
会 

一
、
日 

時 

六
月
二
十
日(

土)

午
後

三
時
～ 

二
、
会 

場 

は
ま
こ
ら
（
浜
松
市
市

民
協
働
セ
ン
タ
ー
）
第
３
研
修
室 

（
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
北
口
よ
り
北
へ
徒
歩
十

二
分
） 

※
例
年
使
用
し
て
い
る
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
（
下
図
参
照
） 

三
、
報
告
名
及
び
報
告
者
名 

「
浜
松
塩
専
売
の
成
立
と
展
開
」 

伊
平
充
弘
氏 

【
訃
報
】 

本
多
隆
成
顧
問
（
元
会
長
）
が
三
月

一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
八
三

歳
）
。 

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 {

事
務
局
よ

り} 歴
史
随
想
を

募
集
し
て
い

ま
す
。 
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